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○小関勝助委員長 次に順位４番、議席番号

７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 通告に従って、市長

並びに担当課長に答弁を求めていきたいと

思います。大分お互いに疲れておるわけで

ございまして、眠気を覚ますような質問を

したいなと思っておりますけれども、質問

者の能力を考えるとそうも行かないのかな

と、そんなふうに今思っております。 

  施政方針を聞いた中で今回は質問したい

なと思っておりますけれども、その中で私

は目黒市長の施政方針は７回目になるのか

なと、そんなふうに思いますけれども、こ

としほど穏やかな、そしておとなしい施政

方針はないなと、そんなふうに思います。

それをどう評価するかということは別であ

りますけれども、まして就任当時はハード

事業、ソフト事業という言葉が頻繁に出て

きた記憶があります。そのことが今回は一

切整理をされたというようなことで、非常

にバランスがとれるような財政運営、そし

て事業計画というものができるようになっ

たあかしではないのかなと、そんなように

今感じておるわけでございます。 

  そうした中で、一番最初に施政方針の中

で道照寺平コミュニティセンターという言

葉が出てきたわけで、スキー場が残念なが

ら土砂崩れでできなかったと、しかしなが

ら通年型のコミュニティの拠点にしていき

たいというような言葉が使われております。

コミュニティの拠点にしていきたいという

ことであるならば、当然市としては構想が

あってしかるべきなのではないかなと、私

はそう思いましたので、市長は時あるごと

によく平野に来たときのあいさつの中で、

道照寺平は花の公園にしていきたいという

ようなことを申されておりましたし、その

ことも含んでのことかなというふうな認識

を今持っているわけで、その点についてま

ずお聞きをしたいと思います。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 通年型のコミュニティの拠

点という、私のやはり思いはもちろん冬は

スキー場ですが、夏もやはりキャンプとか

さまざまな体験学習の場になれればいいな

と。さらに桜を植えたいと思います。植え

られるところに。平成17年にヤマザワさん

なんかを中心に10本だかもらったのかな、

それから今度「ようざんろーど」の皆さん

からも20数本植えていただけるということ

ですから、春はやはり桜が、これ雪にも強

いわけですし、見られるようになるといい

かなと。 

  それから定点観測所ということで、上っ

ていく道路をつくっていただきました。ダ

ムの周辺環境整備で。そこにその整備とし

て花畑とか、そういうのもできないのかな

というふうに私は思っておりまして、私の

部屋においでいただければわかるのですが、

あそこのきれいな絵をかいていただいたの

があって、あれほどにはならなくても、あ

あいう感じで整備ができれば、通年型のコ

ミュニティセンターの拠点といっても恥ず

かしくないのではないか。ぜひやはりそう

いった整備をしてみたいなというふうに今

思っているところです。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 私も非常に立派な構

想だと思います。そして楽しく感じるよう

なものであると思っておりますし、ただそ

れにつけても去年あたりからそういう構想

が市長はあったと思います。この構想をや

はり実現させていかなければならないわけ

で、企画をしていくと、そういう作業をど

ういう段階でやっていただけるのか、その

点についてもお聞きしたいと思います。 
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○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 これは市としてはまず平野

の地域の皆さんの公民館を中心に、要望活

動等があって、登山道をつくり、それから

奥の院は少し民間の皆さんできれいにした

り、それから散策道路あるいはつり橋をか

けるとか、いろいろな構想を、これはどこ

でまとめるというよりぐんぐんあちこちで

動いていって、しかも今谷田所長を中心に

非常に機動的ですから、あという間にでき

るという場合があるのですよね。 

これはある意味でいいことなのかなと、

計画ばかりつくって、なかなか時間がかか

るというよりはいいことなのかなと思いま

すが、どうもしかし逆に言うと非常に散発

的、ばらばらというような感じもするわけ

で、ここはやはり周辺環境整備については

委員会があるわけですから、委員会等もも

う一度、ここまでできたと、だからこれか

らどういうふうにやろうかというようなこ

とも、一度やはり中間点検をして、整理を

して、そしてこれから完成に向かってまで

が一番金があるところですから、その場で

これとこれとこれだけはやりたいなという

ようにしなければいかんのかなというよう

な、ちょっと反省もあるところです。 

  しかし予想外にできたという、所長のや

はりお力もあるし、地元の皆さんの物すご

い熱意もあるわけですし、というようなこ

ともありますから、そういういいところも

消さないように活力を上げながら、立体的

にというようなところも配慮しなければい

かんかなというふうに思っています。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 手をかけられるとこ

ろはかけていくというのは、やはりベター

だと当然私も思いますし、花なんかはもう

ことしから植えられるわけですね。それは

面積は問わず、大小は問わず、そういう仕

掛けをぜひやってほしいなと。当然予算が

絡むわけでありますので、その点につきま

しても市長、約束してくださいね。予算の

多い少ないは別にしまして、少しはつけて

いくという、そういう方向でお願いしたい

と。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 もちろん、予算ということ

もありますが、予算がつかなければできな

いというのではない場合もあることをちょ

っとご理解いただきたいのは、河井のあそ

このちょうどフットパスのところが、桜を

植えたのは地元の皆さんが先に植えたので

すよ。あれが60本から270本になって、300

本になってきたのですね。地元の皆さんを

中心に、これやはりそこが民間活力という

か、すごいところだなと思うのですが、そ

ういう盛り上がりというか、そういうのも

非常に大切なのではないかと。 

そういう仕掛けづくりというかな、そう

いうふうにして協力する体制づくりという

か、予算だけでやるということではなくて、

やはり地域の盛り上がりと、市民全体の盛

り上がりで、あそこにいっぱい花、とにか

くコミュニティセンターからずっと上まで

桜がある程度あるようにしようよとなって、

何十本となってきたら、これは文句なしに

河井が今４年前から花見をしているように、

地域の皆さんだけではなくて、豊田の皆さ

んなんかも４月29日に集まってくるような

仕掛けになってきましたから、やはりそう

いった地元の、あるいは市民の全体の協力

ということが大切かなというふうに思いま

す。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 それぞれの地域を動

かすというのは、非常に大事なことであっ
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て、またそれがなければこれからの事業と

いうのは展開できないのかなと、そう思っ

ておりますし、その地域の皆さんを動かす

力の一つに、やはり予算というのも小さな

声で予算というのもないと、動いてこない

と、私はそう認識しておりますので、あわ

せてお願いを申し上げていきたいなと、そ

のように思います。 

  今までスキー場の管理は平野のスキー場

運営委員会というところで管理をされてお

ると聞いておりますけれども、このコミュ

ニティセンターについてはどのような体制

で管理をしていくのかと、あと管理をして

いただく場合にもし予算が伴うものがあれ

ば、当然それが出てくると考えますので、

その点について文化生涯学習課長にお願い

をしたいと思います。 

○小関勝助委員長 梅津敏昭文化生涯学習課

長。 

○梅津敏昭文化生涯学習課長 道照寺平スキ

ー場の運営につきましては、先ほど委員が

おっしゃったように、地元の道照寺平スキ

ー場運営協議会というのがございまして、

そちらの方に業務委託をしております。そ

してこの業務委託につきましては、１年を

通じてスキー場の管理というようなことで、

今現在もお願いしておりまして、夏場は下

刈りとかそれから草刈り、それからスキー

場のオープンのための準備、それからオー

プンしてからはロープ塔の操作、それとか

管理、そしてゲレンデの圧雪作業などをお

願いしております。 

  このたび、道照寺平コミュニティセンタ

ーが建設されたというようなことで、まだ

ちょっと給水工事が終わっていないという

ことと、それからあと進入路がまだ安全が

確保できないというような状況にあります

けれども、これが解決した時点で貸し出し

が始まるわけでありますけれども、それに

ついてはこれまでもヒュッテ、以前あった

わけですけれども、ヒュッテもスキー場運

営委員会の方に委託しておりました。その

関係もありまして、今度のコミュニティセ

ンターについても、その運営委員会の方に

業務をしていきたいというようなことに今

考えておりまして、過日運営委員会の会長

さんとも、一応お話をしてきたというよう

なところでございます。 

予算的なものにつきましては、今年度は

前年度の当初予算と同じように、339万円と

いうような予算を計上させていただいてお

ります。それで会長さんとのお話の中でも、

同じような中身で管理もやっていくという

ようなことで、お話をお願いしております。

そのようなことから、委託料のそこの部分

の増額はないというように考えております

し、ただ新たに出てくるのが今後は浄化槽、

そういうものが出てきますので、新たに浄

化槽の委託料ということで９万3,000円、こ

れがちょっと多くなるというような状況で、

予算的にはそんなに増額になるというよう

なものではないというように考えておりま

す。 

なおコミュニティセンターの施設の関係

については、昨年12月26日に…。 

   （「あといい」の声あり） 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 スキー場の運営委員

会には、スキー場の委託はしておると。私

はそう聞いておりますので、確かに１年間

通じてそれは草ぼうぼうでは困りますので、

下刈りしたり、そういう管理は今まで受け

ていると。しかし新しいコミュニティセン

ターについては、そんなに簡単にはできな

いのではないかなと。それは管理運営委員

会の人が言っているのではなくて、私はそ
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と申しますのは、通年利用を考えている

ということは原則でしょう。そうした場合

に、ではどなたがかぎを持っているとか、

そういうもろもろを考えた場合に、なかな

か利用度が上がってこないのではないかな

と、私そこを一番心配しているのです。 

せっかく建てたものを、ましては一番目

黒市政の嫌な部分である箱物行政ができる

わけだ。それを活かさないということであ

ったならば、本当に寂しいのかなと私はそ

う思っておりまして、果たしてスキー場の

管理運営委員会に委託しただけで活きてく

るというふうに私は正直言って考えており

ません。何としても利用度を高めていくよ

うな管理体制をとっていただきたいと、そ

んなように思っておりますので、それはス

キー場運営委員会とやりとりをしていただ

ければいいと思いますけれども、やはり通

年型利用ということを考えた場合には、原

則ならば管理人を置いて、いつでも入れる

ような状況にしておくというのが、これ本

当は大前提だと思います。 

しかしながらそうも行かないということ

であるならば、少なくとも土日ぐらいは管

理人を置いて、これはどういう体制であっ

てもいいですから、ボランティアであって

もいいでしょうし、あるいは地域の人の有

志であってもいいと思いますけれども、そ

ういう姿にしていかないと、あそこへいや

しに来る、あるいは子供さんと来るといっ

たときに、管理棟が全然錠がかかって入れ

ないということであったら、常に私は来な

いと思いますよ。 

やはりそこでいろいろなコミュニケーシ

ョンがとられることによって、また行って

みたいなとか、あるいはあそこはよかった

よと、口コミでお客様が来るようになるの

ではないかなと。私は市民だけのものでは

なくて、やはり市外からのお客様というこ

とも十分に考えられる要素があるのではな

いかなと、そんなふうに思います。 

先ほど市長が申されたように、定点観測

所も出ましたので、ちょっと体力に自信の

ある方は、ちょっと行ってみようかという

ことになると思いますので、そこで休みを

されるのならばすごくいいのかなと、そう

いうふうに思いますので、ただ委託をして

どこにかぎがあるかわからないような状態

で市報程度に、「道照寺平コミュニティセ

ンターは通年型にして開放します、ぜひ利

用してください」そんな程度では私は活き

てこないと、そう思います。仕掛けをして

いかないとだめではないかなと、そんなよ

うに思いますけれども。これは文化生涯学

習課長でなく、市長とやりとりしますよ。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 おっしゃるとおりだな。私

もやはり土日責任者がいるといって開けて

あるということは必要だろうね。最初来る

かどうかは別にして。今までですと役所は

担当課が生涯学習だと、そうすると公民館

だと、公民館にかぎを置いておけと、土日

いないのだな、今度は。それではこれはや

はりうまく機能するとは、私も民間的発想

から言うと無理だと思いますね。 

たくさんは上げられないが、ボランティ

ア程度かもしれないけれども、やはり地域

の役に立ちたいというような人が、わずか

なあれでやっていただけるなんという人が

いた方が、絶対いいわけですから、そして

そこで自動販売機とか何とかもできるわけ

だし、使用料等も１日幾らと、わずかでも

決めているわけですから、土日はそういう

置く方向で、ここは教育長と話をさせてい

ただいて教育長はわかっていただけると思
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いますから、そうなるだろうと思いますね。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 本当に考えていると

おりな答弁をいただいたので、全く後言う

ことないのですけれども、なぜここに至っ

て私はこういうことを言いたいのかなと思

ったのは、コミュニティセンターでなくて、

本来ロッジというだけの姿だったら、そこ

までは必要ないと思います。 

しかしながら今回は1,100万円の給水事業

をして整備するということで、本来ならば

ロッジだけだったらそういう大がかりな給

水施設というのはほとんど要らなくて、簡

易の給水施設で当然冬だけだから間に合う

わけだね。今までだって間に合ってきたの

だから。それを本格的な給水事業を行うと

いうことは、絶対に活かす必要があると、

そういうふうに思ったものですから、そん

な提案をした次第でございます。ぜひよろ

しくお願い申し上げたいと思います。 

次の２番の福祉事業計画の中で、新しい

老人福祉計画並びに介護保険事業計画の策

定をしていくのだというような言葉が使わ

れておりますけれども、この点についてど

のような計画であるのか、福祉事務所長に

答弁をいただきたいと思います。 

○小関勝助委員長 宇津木正紀福祉事務所長。 

○宇津木正紀福祉事務所長 老人福祉計画に

ついて、お答え申し上げます。 

  平成18年度を初年度としまして、平成20

年度を目標年度とする３カ年計画、第３期

介護保険事業計画並びにこれと一体的に調

和を保つ長井市老人保健福祉計画について

は、今回議会の常任委員会の方に提出した

ところでありますが、この老人福祉計画に

ついてはすべての高齢者を対象としまして、

保健福祉全般にわたる計画でございまして、

介護保険事業計画につきましては、今後の

要介護者数の推計や、利用者の意向により、

各種介護保険給付対象サービスの見込み量

と、供給量の確保のための方策を定める計

画でございます。介護サービスの需給、基

盤整備の進捗状況、介護保険財政の状況を

踏まえて、３カ年の保険料算定の基礎とな

るものでございます。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 大体わかりましたし、

そうした状況の中で、高齢者事業について

若干質問を申し上げたいと思います。 

先ほど来さまざまな話の中で出ておった

わけでありますけれども、やはり今までの

福祉行政の中で、特に高齢者対象事業とい

うのは、非常に重点的に、今になってみれ

ば過保護状態というような政策がとられて

きたのではないかなと、私は率直に思って

おります。私もいよいよ満60を迎えました

ので、そちらの近い年代になって、まだま

だ高齢者に対する事業の予算とかそうした

ものをふやしてもらいたいなというふうに

はやはり思いますよね。 

  そういうことで、同時にいわゆる子育て

支援・育成にかかわるお金の配置、配分と

いうものをこれからどうやっていくのかな

ということだと思いますけれども、それが

昨今の議論されているところでございます。 

私は高齢者事業、あるいはこちらは子育

て支援・育成事業と、そういうものを二本

立ての考え方というのはちょっとこれから

無理が入るのではないかなと。一体となっ

た高齢者対策事業、子育て事業と、これが

一体となった姿になって予算の配分されて

いる、あるいは事業が組まれているという

スタイルになるのではないかなと、そんな

ふうに私は考えておるわけで、ちょうどこ

れはある議員から教えてもらったのですけ

れども、一つの家族体だと、一般の家族の
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中には孫がいるということは、必ずじいち

ゃん、ばあちゃんもいると。 

そこの中の予算の配分であるから、お年

寄りに厚くなれば子供の方は薄くなると、

子供の方は厚くなればお年寄りが薄くなる

と、全体としてそこそこだなと、そういう

方向に行くのではないかなというふうに教

えてもらったわけで、ああこれはいい考え

だなと思って、早速今利用させてもらって

いるのですけれども、そういうことで、長

井市はミニデイ事業というものに取り組ん

でおるわけでございまして、市長は在任中

に何とか50カ所までしたいなと、そんなふ

うに発言されておりました。現在33カ所ぐ

らいだそうでありますけれども、このこと

についての感想は、市長どのようにお考え

でありますか、お願いします。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 私もおっしゃる意味は全く

同感なのです。一体化というのは一緒。少

しやはりシフトを、移すことはあっても、

全体としてはこれは福祉は大事だというこ

とですよ。しかし今やはりやらなければな

らないところという意味では、少しシフト

というか重点を移動しなければならない、

というようなことはあり得ると思います。

何しろとにかく入ってこないわけですから。

少なくなるわけですから、収入が。かかる

のはどんどんふえていくということも一つ

の懸念されるわけですから、そういった意

味で一体の中でシフトを少し工夫していく

という意味では、全くそのとおりだと思い

ます。 

  ミニデイも大変長井としては元気なお年

寄りをつくるという意味では、私はすばら

しい事業だったと思います。もう33カ所、

春になれば花見をずっとやるのだという人

もいれば、踊りもあればいろいろ楽しみに

されて、ちょっとマンネリ化があるけれど

も、もうそうではなくなってきた、また少

し楽しみになってきたなんていうところが

ありますよ。 

しかしまだできていないところは支援を

する方が大変なものだから、そういう方が

いないとなかなかこれはできないですよね。

だからそういった意味では健康課もいろい

ろとできればやはりもっとふやしたいと思

っているわけですが、地元の皆さんとじっ

くり相談していたところだろうと思います。 

敬老会なんかも非常に活発で、介護保険

の世話にならずにＰＰＫだと、「ぴんぴん

ころり」で行くんだと、こういう会長の言

葉どおり、カラオケ大会やったり何をやっ

たり、すごいですから、やはりそういった

意味で皆さんの頑張りを少し応援していく

と、ちょっぴりの予算でというか、そうい

うことは大切だというふうに思っています。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 そうしますと、今年

度も今までどおりミニデイについては推進

をしていくのだということでよろしいでし

ょうね。はい。ぜひそのようにお願いを申

し上げたいと思います。 

  次に敬老会等ということで、このことに

ついては去年も市長とさわりの部分で少し

やりとりをしたなというようなことを思い

出しておるのでありますけれども、私は敬

老会というものは全然否定するわけでない

し、当然これからも続けてほしいなと、そ

んなふうに思っておるのですけれども、敬

老会に対して行政としては580万円、大体

4,400人くらいが対象で予算化しているわけ

でありますけれども、この事業がどれほど

地域の負担になっているかということを、

私は当局の方でいろいろ研究したことがな

いのかなと、そんなふうに今思っているわ
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けで、しかも地域それぞれ負担が大きいと

ころ、少ないところにさまざまなことで、

そうした面についての行政指導というもの

も今までなされては、私はおらないという

ようなことで、敬老会のあり方を今一度研

究していただけないかなと、私はそう思っ

ております。 

  たまたま16年の参考資料なんかちょっと

あったのですけれども、すごく地域の負担

になっている地域と、それほどでもないと

いうことで、物すごくばらつきがあると。

ある地域の例を出してみますと、行政の方

からは1,300円、安いときは1,200円だった

ですね、一人当たりでいくと。そして例え

ば対象者が300人だと、参加する人が150人

５割。そうした場合に今の敬老会のやり方

をすれば、当然1,300円ではできませんので、

地域の方々から負担をいただいていると、

そうしたときに欠席者は5～600円の品物を

上げて、そして地域の方々から１個600円と

か700円の負担金をいただいて、その金は全

部出席者が使ってしまうと。私はこれほど

不平等な税金の使い方、地域のお金だって

やはり私は税金だと思うのです。みんなの

方々の志なわけです。意外と不平等だなと。 

  しかも76歳以上になっているということ

は、もうそこへ行ける人はそれだけで幸せ

なのです。健康なのですから。健康な人に

ますます支援をしていくということは、ど

ういうことかなと、それが真の福祉行政な

のかなと、私はずっと思ってきましたので、

その点について市長の見解をお聞きしたい

し、またこの前は市長は私も選挙をしなけ

ればならないので、やはり敬老会の方々大

事にしなければならないのですよという答

えだったですよ。それは私も同じ状態であ

って、今度市長はそういうことではなくな

ったでしょう。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 私は町田委員、１年先輩で

すから大変卓見を持っていらっしゃる。本

音はいや選挙のことばかりではありません

よ。私は私の母親82歳なのですが、ほかの

友達のなんか２泊３日を断って敬老会に行

きたいというか、そして常日ごろお茶飲み

できない人とあそこに行くと会えるという

ので、楽しみにしている人、いるのですよ

これは。 

豊田は公民館だな。それから西根も公民

館ですね。それから伊佐沢も公民館だ。そ

れから清水町さんも今公民館になっていら

っしゃる。施設を使っていらっしゃるのは

平野と致芳だけれども、致芳もふえてしま

ってあの大広間ではちょっと３年ぐらいで、

来年考えようという話なのだっけ。 

  確かに1,300円も考えてみれば安いですよ。

しかも施設を使ってだったら本当にだんだ

んだんだん声は小さくなるし、そういうふ

うになってくるけれども、やはり実際は85

歳ぐらいまでですよね。その10年間の皆さ

んが出ていらっしゃって、大体40％から

50％の方が出ていらっしゃる。西根なんか

は90何歳の方もいらっしゃるけれどもね。

そうすると実際の単価は1,300円ではなくな

って、来られない方は少し下がるわけだか

ら、2,000円ぐらいなのをもらって、折箱と

酒と公民館、あるいは小学校、中学校の体

育館だったら、やはりあれは私はいいもの

だなと。 

  それでそこにおいでになって、自分の健

康も確認し、車なんかでなかなか行かれな

くなったから、同じ地区内の同級生なんか

と会ったりなんだりするということでは、

私は喜んでいらっしゃる方が随分多いなと、

さらに孫の皆さんがアトラクションなんか

するから。 
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この1,300円は、また元の1,500円に戻そ

うかとも思ったけれども、選挙のためでは

ありませんよ。それはそういう区分けをす

ると単価は出席者の皆さんに上がるわけだ

から、それにプラスアルファ地区がしてい

らっしゃるとすれば、その地区の方が、私

はやはり珍しい方ではないかなと、市内で

は。 

その全体の予算の中でおやりになってい

るのではないかなというような気がします

から、その地区でさらに上乗せなさるとす

れば、それはそれなりのお考えなのでしょ

うが、あるいは地区会計の中から少し援助

しているとか、そういうことは多少あるの

かもしれませんけれども、新たに集めてい

るというのは少ないのではないかなと。 

  僕はやはり元気なお年寄りに敬意を表し

て、年に１度、敬老会はできれば私であろ

うとなかろうと、形を変えてもやっていた

だきたいものだなというのが、私は本音で

す。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 敬老会は大変結構な

ことで、私も76歳まで生きることができれ

ば、はまりたいなと、年齢は上げてもらい

たくないなと今思っているわけで、ただ反

省とかいろいろなことが書かれているので

す。その地区、地区の。やはり地区の持ち

出しが多くて、本当にもう限界ですと。そ

ういう声が物すごく強いわけで、もっと金

のかからない敬老会を私は研究した方がい

いのではないかなと、そこを市長とやりと

りしたいなと思ったのですよ。 

ということは、敬老会は１年に１回１日

で、例えば行政の方の持ち出しが580万円で

しょう。それが4,400人行っているわけだよ

ね。このミニデイの方は１年じゅうさまざ

まな集まりをして700万円、これは４分の３

が国、県から来ておりますので、非常に効

率のいい高齢者対策事業だと私は思うのね。

こういうものをやはりセットにして、ミニ

デイに来ていただける人も当然敬老会へ来

ていただけるわけでありますので、地域の

負担のかけないで済むような敬老会のあり

方を、私は研究してほしいなと、そのよう

に思いますので、これをテーマにしたわけ

です。この点について市長、お願いします。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 やはりお年寄りの方の本音

を聞くと、そんなごちそうなんか要らない

と。酒もたくさんなんか要らないと。量は

ほんのり気分がよくなるだけでいい。ごち

そうだって立派な折り詰めとかって、そん

なの要らないという方、結構多いですよ。 

それから先輩だからといって地区長さん

たちが本人たちもそうかな、奥さん方も動

員して、芋煮会の芋汁を出しているなんて

いうのは、そうなってくるとこれ大変なの

だよね、200人、300人出さなきゃいけない、

動員しなければいけない、もう材料買って

きてつくらなければいけない、味も何とか

しなければいけない、こういう負担になる

ようなことは今度はなさらないで、それか

らごちそうもあれも、やはり工夫をその地

区でされた方がいいのかなと、この予算の

範囲内でというような私は気がしますし、

検討するとそういうことについて。 

地区長会さん、実際やっているのは地区

長会さんで、あと致芳で言えば婦人会の方

とか、いろいろな皆さんが協力しておられ

るわけだから、そういう皆さんとひとつ大

体こんなものの予算の中で、もっと簡素で

効率的な楽しい敬老会にするためにどうす

るかということを、ぜひ検討しろと言われ

れば、私は検討した方がいいと、検討しな

ければいけないのかなというふうに思いま
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す。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 検討していただいて、

少しでも前進を期待をしたいと思います。

検討して元のとおりですという行政用語は

余り結構ではありませんので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  次に移りたいと思います。本市の介護保

険事業というか、その方向でありますけれ

ども、今回は第３期ということで第１期が

12年から始まりまして、3,000円弱から始ま

った記憶がございます。そして第２期が現

在でありまして、3,400何がし、そして18年

から4,200円ですか、300円ぐらいですね、

そういうふうにずっと上がってきているわ

けで、やはり利用者が多くなれば当然上が

ってくる。そしてサービスの程度が充実し

てくればこれも当然上がってくると、そう

いうことになるわけでありまして、そして

受益者負担が原則であると。 

  しかしながら先ほど市長も申されていた

とおり、３億円先一般会計から出ているこ

とも事実でありまして、12.5％は必ず持ち

出しをしなければならないという決まりも

あるそうです。そういう中で、では３年後

またどうなるのかなということで、どんど

んどんどんそういうことエスカレートして、

果たしていいのかなということも考えられ

るわけでありますので、長井市の介護の方

向、いわゆる在宅介護とそれから施設介護、

当然あるわけで、その配分、重点シフトで

す。 

それをどういう方向に長井市の場合は行

こうとしているのか。両方を満足しようと

しているのか、あるいは在宅の方に重きを

置きますよとか、あるいは施設型の方に重

きを置くとか、そういうことが私たちの方

には全然見えてきておりませんので、そこ

ら辺のところを福祉事務所長にお聞きをし

ます。 

○小関勝助委員長 宇津木正紀福祉事務所長。 

○宇津木正紀福祉事務所長 町田委員のこれ

からの介護保険の方向性ということで、ど

ちらに重きを置くのかというご質問でござ

いますが、施設につきましては、重度者が

中心となるという国の方針に基づきまして、

長井市でも同様の考え方でございます。介

護度が重い方が多く入られる施設というこ

とを目指していきたいと、１点目はそのよ

うに考えています。 

  ２点目につきましては、在宅の方につい

ては、これ以上介護度が上がらないように

予防重視、予防事業を充実させまして、予

防の方を充実させてまいりたいというふう

なことで、その方に力を入れて介護保険が

これ以上大きくならないように、ご負担が

ふえないように、１号被保険者、２号被保

険者、半分は税金でございますので、そち

らの方の負担がふえないような、いわゆる

持続可能な制度としていかなければならな

いというふうな方向性で考えておるところ

でございます。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 先般の山新の中にも

県内市町村の介護保険料月額平均20％アッ

プというようなことが出ておったわけで、

同じ保険料でも先ほど藤原委員も質問があ

ったように、それぞれの市町村で大分ばら

つきがあるわけだね。やはり1,000円以上の

ばらつきがあると。1,000円のばらつきがあ

るということは、やはり介護のサービスの

度合いによるのではないかなと、そんなよ

うに思いますし、私は長井の介護保険料が

高いとか安いとかということではないと思

いますので、ベストの状態でこれを進んで

いただきたいなと、そんなふうに思います
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し、県内で一番になったから悪いとかいい

とかということではなくて、県で１位にな

るのはちょっと体裁悪いから３番目にしよ

うかなとか、そういうことでは決してない

ようにだけはしてほしいなと、それだけは

お願いしておきます。 

  今回はどうなのですか、福祉事務所長。 

○小関勝助委員長 宇津木正紀福祉事務所長。 

○宇津木正紀福祉事務所長 第３期の計画に

ついてでございますが、平成18年度から20

年度までの３カ年のサービス料と介護費用

を推計しまして、あと１号被保険者の保険

料が19％ということで改定になりました。

18％から19％ということで。そちらの伸び

率とか、１号被保険者の方の伸び率とか算

定しまして、客観的に保険料を算定したと

ころでございます。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 よろしくお願い申し

上げます。 

  次に介護保険事業の広域行政への移行は

ないのかというようなことについてであり

ますけれども、この介護保険というのは、

やはり自治体ごとに山形県の場合はなされ

ておるようでありますし、全国的に見てど

のような状況になっているのか、あるいは

広域行政でやっているところはあるのか、

その点について福祉事務所長にお聞きしま

す。 

○小関勝助委員長 宇津木正紀福祉事務所長。 

○宇津木正紀福祉事務所長 私どもの知り得

る情報では、全国で68団体がございます。

この後に合併したかどうかちょっと詳しく

調べていないのですが、調べたデータでは

68カ所ございまして、山形県にはないので

すが、東北では岩手県に４カ所ございます。

一番多いところ、島根県で８カ所というこ

とでございます。名前もいろいろありまし

て、北アルプス広域連合などというとか、

白山麓広域連合とか、そういう名前で連合

体を組んでいるところがあるようでござい

ます。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 やはり各自治体がサ

ービスの量・質についていろいろ違います

ので、なかなか広域行政という方向には進

めないのかなと思いますけれども、しかし

ながら長井の場合今介護保険事業に恐らく

職員が５～６名取られると思うのです。そ

れがほかの自治体も当然同じようなことを

やっているわけで、進む方向がそれぞれの

自治体が同じであるというようなことであ

るならば、私はそういう研究をしていけな

いものかなと、そんなふうに思います。 

特に広域合併を考えたときに、この介護

保険事業の広域化を一つのたたき台として、

その方向に進めていけるという、私はチャ

ンスも広がってくるのではないかなと、そ

んなふうに思っておるわけで、一つその参

考資料があるのですけれども、小国には別

としまして、飯豊、長井、白鷹というのは、

在宅サービスと施設サービスというのがち

ょうど中間あたりになって、この辺に固ま

っているのです。また川西、南陽、米沢、

高畠ですか、これもものの見事に同じよう

なところがあるのですよ。これ見てびっく

りしたのですけれども、小国さんだけが施

設サービスに重点を置いて在宅が少し利用

が低いのかなと、そんなことで、本当に方

向が一緒なのですね。 

あとほかの村山とか東根とかそういうと

ころはもうとんでもなく35市町村ばらばら

になっているのですけれども、小国を除く

西置賜とあと３市４町ですか、それがもの

の見事に１カ所に固まっていると、こうい

うことになっているわけで、この辺も考え
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る余地があるのではないかなと私は今思っ

ておるのですけれども、市長この点につい

ていかがですか。 

○小関勝助委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 率直に私の意見を申し上げ

ますと、恐らく島根は相当合併したと思い

ます。この68の中で。やはり合併するのが

一番早いのではないかと、それがこういう

ものをいずれ一緒になる。そう簡単に１年、

２年目は、例えば酒田市でも八幡が少し高

いとか低いとかとやっていますから、多少

ありますが、合併すればいずれ一緒にしな

ければいけないわけで、こういうのも一つ

のあれで、やはり３市５町でだめならば２

市２町か１市２町か、いろいろなところが

あると思いますが、合併する方が私はこう

いうものが進んでいくのではないかという

ふうに思います。 

○小関勝助委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 いろいろと質問させ

ていただきました。できるところから着手

をしていただければ幸いだと思います。あ

りがとうございます。 

 
 
    散     会 

 

 

○小関勝助委員長 本日は、これをもって散

会いたします。 

  再開は17日、午前10時といたします。ご

協力ありがとうございました。 

 

 

   午後４時５６分 散会 

 


